
メディアプロセッサーの新機軸
技術展示

統合映像制作環境の中核システムとしてモジュール構造アーキテクチャを採用
2K/30P から 8K/120P までの幅広いビデオ入出力を一台で実現可能
複数の異なるストリームを同時に取り扱い可能な非同期同時制御に対応
当社独自のソフトウェア技術により高い安定性、柔軟性、拡張性を実現
ハードディスクで構成された超広帯域 RAID を内蔵し長尺コンテンツの格納が可能
外部機器制御を可能にする MIDI、DMX、シリアルポートの各種制御モジュールを搭載
単なる収録や再生のみならず、空間演出装置としての映像生成機能なども対応可能

あらゆる可能性に挑戦する
柔軟な映像処理システム

新しい柔軟性を実現する CS ワークフローデザイナー

CS メディアプロセッサーに搭載された CS ワークフローデザイナーは、
映像や音声の収録再生のみならず、外部機器との連携動作を可能にする、
新しいモジュール設計を採用した画期的なソフトウェアです。

モジュールカタログからお好みのモジュールをドラッグ & ドロップでワークフローエディターに配置

モジュール間は
マウス操作で接続

CS ワークフローデザイナー

複数の音声読み込みモジュールと 1 つの音声ミキサーモジュールを組み合わせ、ミキシングして SDI 出力モジュールに
入力する、といった具合に処理の流れをそのまま表現できるようになっています。

 複数チャネルの音声を特定の映像にエンベデッドしたい場合
 例えば…
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安定した超広帯域性能を実現する CS コアシステム

CS シリーズ  ３つの製品ライン & 複数の選べるパッケージ

30P 60P 120P シリーズ名
2K 〇 〇 〇 CS Media Processor 200
4K 〇 〇 〇 CS Media Processor 400
8K 〇 〇 〇 CS Media Processor 800

お好みの機能を自由に選べるモジュールのパッケージ販売を予定

基本再生
モジュール

シリアル制御
モジュール

基本収録
モジュール

MIDI 制御
モジュール

拡張収録
モジュール

タイム
スケジュール
モジュール

拡張再生
モジュール

信号発生
モジュール

DMX 制御
モジュール

ビデオ
スイッチング
モジュール

CS メディアプロセッサーの開発は、超高精細映像の入出力を可能にする CS コアシステムの開発から始まりました。CS

コアシステムは、超広帯域を安定して実現するための当社独自のソフトウェア技術の結晶です。プラグイン可能なモ

ジュールベースアーキテクチャを採用し、専用機の安定性と汎用機の柔軟性を両立させることに成功しました。安定し

た超広帯域性能と、複数モジュールの非同期動作を可能にした CS コアシステムによって、別々のストリームを同時に

扱うことを可能にします。映像や音声を非同期に扱うだけでなく、複数の出力を同時に実現できる可能性を持ちます。

2017 年夏、販売開始予定です。今後の展開にぜひご期待ください。
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